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したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。
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これからの主な「学び」イベント29件掲載！
「学び」イベントに行ってきました
名著への旅

Voice Park

『他者と生きる　リスク・病い・
死をめぐる人類学』（磯野真穂）

「学び」の場所へ

行ってみよう！

名著への旅

　コロナ禍において直面したことのひとつは、医学・医療のあり方
と「エビデンス」なるものへの注視だろう。本書は、医療人類学を専
門とする著者による、生と死、健康や科学といった事象を理解する
のに最適な書物である。
　二部構成であり、前半は治療行為やパンデミックの実践と経験に
関して、後半は生きることの標準化の問題性と個別の生のあり方に
アプローチしている。例えば前半において「血液サラサラ」という表
現が取り上げられる。投薬によって実際に「血液サラサラ」になるわ
けではないが、患者に有用そうなイメージを想起させる語彙として
活用されているという。そこには「科学的・医学的な正しさ」と「結
果的に患者の状態を良くする」ことの狭間で医療行為がなされている
ことが示される。また後半では、統計学的に導出される「平均的な人
間」把握や全てを個に還元する視角を批判し、流動的で他者との関係
を重視する人間観を提唱する。また、個の生を個の時間から価値づ
けようとする時間論的アプローチも含んでいるところが面白い。
　本書は「自己と他者」という普遍的なことを問いながら、現代を生
きる一人ひとりの困難や苦難に光を当ててくれる、今読むべき名著
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺）
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病い・死をめぐる人類学』

磯野真穂 著
集英社新書

（2022年1月17日　初版発行）

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第60号／発行日2023年4月5日
企画・編集　「まなびのめ」編集部／発行　笹氣出版印刷株式会社

「まなびのめ」編集部　川又進　菅野麻実　庄司真希
オブザーバー：笹氣義幸　寺田征也（明星大学）　　　 協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙はFSC®認証材および管理原材料から作られている紙を使用し、インキ
は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

  

 ⓒ笹氣出版印刷株式会社　無断で複写、複製、転載することを禁じます。

おじゃまします
学びの庭に 学ぶ学ぶ

　これまで学んだことや郷土史など調査してきたことを冊子に
まとめてみたい、短歌・俳句・書画・写真など自分の作品を本に
してみたい、とお考えになったことはありませんか？
　「まなびのめ」を発行している笹氣出版印刷は、学術関係の書籍・
論集はもとより、一般の方の「自分の本」づくりでも、これまで
多くのお役立ちをさせていただいてきました。
　どうまとめたらいいのか、希望の装丁でつくれるのか、などなど、
どんなことでもまずはお氣軽にご相談ください。

申込不要

　ここに掲載する情報は、主催者である各研究・教育機関や施設が公開
している情報を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証する
ものではありません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、
詳しくは各問合先へご確認ください。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていたものが中止・
延期となることがあります。最新の情報は主催者のホームページ等でご
確認をお願いいたします。

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込

詳細はWeb版に掲載しております。http://manabinome.com/

トワイライトサロン
「土佐誠の宇宙が身近になる話」

講　師　土佐誠氏（仙台市天文台名誉台長）
仙台市天文台オープンスペース

Tel 022-391-1300仙台市天文台
場　所

主催者 問合先

新入生歓迎展示「川内歴史さんぽ」

土・日・祝日は 10:00〜22:00
東北大学附属図書館エントランスロビー展示コーナー

Tel 022-217-4995東北大学埋蔵文化財調査室・附属図書館・史料館
場　所

主催者 問合先

東日本大震災文庫展 13
「図書館 復興のあゆみ」

休館：月曜・月曜が祝日の場合その翌日
宮城県図書館 2 階展示室

Tel 022-377-8498宮城県図書館（震災文庫整備班）
場　所

主催者 問合先

ミニ展示「地図の世界」

休館：月曜・月曜が祝日の場合その翌日
宮城県図書館 3 階みやぎ資料室カウンター付近

Tel 022-377-8483宮城県図書館
場　所

主催者 問合先

東日本大震災文庫ミニ展示
「図書館・学校図書室の 3.11」

休館：月曜・月曜が祝日の場合その翌日
宮城県図書館 3 階東日本大震災文庫

Tel 022-377-8498宮城県図書館（震災文庫整備班）
場　所

主催者 問合先

毎週土曜日

コーナー展示「東北の縄文遺跡
―仙台の遺跡と米沢の遺跡―」

休館：月曜・休日の翌日・第 4 木曜
仙台市縄文の森広場展示室企画展コーナー

9:00

▲

16:45（入館は16:15まで）

17:00

▲

17:45

8:00

▲

22:00

9:00

▲

19:00（日・祝は17:00まで） 9:00

▲

17:00

9:00

▲

17:00

9:00

▲

19:00（日・祝は17:00まで）

Tel 022-307-5665仙台市縄文の森広場
場　所

主催者 問合先

〜6月25日（日）

〜6月11日（日）

〜5月31日（水）

〜5月12日（金）

〜5月7日（日）

〜5月28日（日）

第 24 回白鳥省吾賞受賞作品展

休館：月曜・祝日
白鳥省吾記念館

9:00

▲

16:30

Tel 0228-23-7967栗原市、栗原市教育委員会
場　所

主催者 問合先

〜7月9日（日）

〜7月16日（日）

毛利コレクション特集展
「小さきモノたちの宇宙
―根付：ニッポンのストラップ―」

最終入館は 16:30 まで。休館：月曜（祝日の場合は翌日）
石巻市博物館常設展示室内毛利コレクション展示室

9:00

▲

17:00

Tel 0225-98-4831石巻市博物館
場　所

主催者 問合先

企画展「ここに根をはる
―津波のあとの植物たちとその環境」

休館：月曜・祝日の場合はその翌日、祝日の翌日（土・日・祝を除く）
せんだい 3.11 メモリアル交流館　2 階展示室

10:00

▲

17:00

Tel 022-390-9022せんだい 3.11 メモリアル交流館
場　所

主催者 問合先

掲載料は無料です。掲載料は無料です。

「学び」イベント情報 募集中!!
Web版は随時更新。紙版次号向けには
6月上旬までに情報をお寄せください。

「伊達な大学院」
https://brainnavi-online.com/contents/
category/datenadaigakuin

「常識を破る」　川添良幸氏（東北大学未来科学技術共同研究
センター／シニアリサーチフェロー 名誉教授ドットコム株式
会社 代表取締役／東北大学名誉教授）

「政宗謀反の噂と徳川家康」 　平川新氏（東北大学 名誉教授）
「宇宙の神秘を紐解いた女性科学者たち」粕谷厚生氏（東北
大学 名誉教授／NPO 科学協力学際センター 常務理事）など
――――――――――――――――――――――――――――

「宮城大学公開講座」
https://www.myu.ac.jp/research/
koukai2020/

「「動物の見え方」が意味するもの ―ひと・動物・環境の倫
理的共生―」　　　　　　　　　 谷津裕子氏（宮城大学教授）

「地域の歴史のディテールを探る」
三好俊文氏（宮城大学准教授）

「新規開発食品の社会的受容～フードテックによる「新しい
食」の未来について考える～」

石川伸一氏（宮城大学教授）など
――――――――――――――――――――――――――――

「宮城学院女子大学生涯学習センター・
オンデマンド講座」

https://www.mgu.ac.jp/lifelong_leaning/
ondemand/

「古文書・くずし字　ことはじめ」
高橋陽一氏（宮城学院女子大学准教授）

「くらしの中の数学」　末光眞希氏（宮城学院女子大学 前学長）

オンライン・オンデマンド講座シリーズ

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

　いつも有益なイベント情報ありがとうございます。クイズですが、
シュンペーターの名前を聞くのは大学の授業以来、古今東北は現在、
とても利用しているブランドです。楽しく拝読させていただきまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（角田市・53 歳）
編：嬉しいご感想を賜り感謝申し上げます。個人的なつながりがあ
ると学術の世界もぐっと身近になりますね。

　「学び」イベントのページを見るのが楽しみです。いろいろな講座
があって見ているだけでも面白いです。最近はオンラインや
YouTube もあり、参加しやすくなったように感じます。

（仙台市青葉区・49 歳）
編：ぜひ参加体験記を投稿していただけると嬉しいです！　図書カー
ドプレゼントもありますよ。

　震災から 12 年になろうとしていますが、経済は苦しくまだまだ大
変です。その中でも前向きな取組を知ることができ、心が軽くなり
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台市宮城野・41 歳）
編：本当に 12 年経ってもまだまだ大変な状況の方も少なくないと思
いますが、「まなびのめ」記事で少しでも「心が軽くなる」ことがあ
れば幸いです。

　お二人の先生方のすばらしい活躍、それぞれの立場で地域に貢献
されている。私も何か新しいことを始めたい、「学び」たいと思いま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大衡村・57 歳）
編：「学び」への意欲が素晴らしいと感じました。今回の研究者イン
タビュー「学ぶ」もどうぞお楽しみください。

その他のお便りと編集部からのコメントは Web 版でご覧いただけます。

　第 59 号 　 シリーズ「東日本大震災」【12】─復興と経済─



おじゃまします
学びの庭に

「まなびのめ」もおかげさまで第 60号の節目を迎えることとなりました。
そこで「学びの庭におじゃまします」のテーマも、正面から「学ぶ」とし、「生涯学習」が専門の先生にお話をうかがうことに。
お一人目は、ユニークな発想で研究と実践を続ける尚絅学院大学・松田道雄先生です。

豊かな人生への学びは「平等な ※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、連絡及び
　発送に限り利用させていただきます。

はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。

応募
方法

【応募締切】2023年6月10日　当日消印有効

懸賞懸賞

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。原義彦先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。原義彦先生の記事もご覧ください。

懸賞

Q.1  人生や社会を変えうる「平等な会話」を表す松田先生による造語は何？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

  発想を形にするワクワクこそが学び
　生涯学習や地域づくりを研究し、大学で教えながら様々な活
動に関わってきました。「学び」と聞くと学校教育や、一人で
勉強するイメージが強いかもしれません。しかし実は、自分の
興味関心や実現したい発想が先にあって、それを他の人たちと
形にするワクワクする過程こそが「学び」の本質なのです。
　私がこう考えるようになったのは、山形大の学生時代です。
将来の職業もはっきりしないまま「考え方そのものを学ぼう」
と哲学を専攻しましたが、入学当初は引きこもりのような生活
で、自室に新聞や美術雑誌、米国の『TIME』誌などを広げ、
切り抜いたり整理したりして自分なりの方法で世界を知ろうと
していました。
　やがてクリエイティブな活動への興味から、美術史などを扱
う美学の研究室に入ります。その縁で知り合った美術教員を目
指す学生たちと話すのが楽しくて、「自分で作品を作らなくて
も、創作する人と場を結んで表現するのは面白そうだ」と思う
ようになりました。プロデュースやコーディネートの発想です。
学生の作品による商店街のディスプレイなどが実現すると、い
ろいろな方からお声がけをいただけるようになり、お付き合い
の幅が広がっていきました。
　NHK山形放送局の方から「テレビの公開収録用に、何か新

しいセットはできないか」と言われた時には、ビール瓶・ジュー
ス瓶のケースを組み上げるというアイデア（「積み器」）を提案
して採用されました。仲間たちと夜間にスタジオに入り、ケー
スに着色して形にしていく作業は本当に楽しかったですね。
　社会科の教員免許を取得して、卒業後は山形県山辺町（やま
のべまち）の中学校に赴任しました。地元の方々に話を聞いた
り文献を調べたりするうちに、町が民話の宝庫であることや、
じゅうたん、ニットの生産が盛んで、ファッション業界でも高
く評価されていることを知ります。「そのことを生徒たちは分
かっていないし、地元に誇りを感じていない。美しいものを作っ
ている工場も建物は地味で、町全体が殺風景な感じだ」と思い、
美術教員になった仲間たちと企画を練りました。
　そして、工場や幼稚園の外壁に地元の民話をモチーフとした
カラフルな壁画を描いたり、共通のタグをつけた「山辺ニット」
という地域ブランドを作ったりしました。「これは地域と環境
を創造するプロジェクトとして国際的にも評価されるはずだ」
と考え、世界的な腕時計メーカーであるスイスのロレックス社
が主催する賞に応募したところ、1993年の佳作を受賞したの
です。小さな町でも挑戦できることを実感しました。

  交流に感じる喜びこそが学び
　教員をしながら地域づくりに取り組むうちに、私は大学院で
勉強し直そうと思うようになりました。教員には1年目は職場
を離れて研究し、2年目は仕事に復帰しつつ論文を仕上げると
いう制度がありました。私もこれを利用し、消えつつあった駄
菓子屋をテーマに選びました。自身の経験から、駄菓子屋が子
どもたちにとって楽しい学びの場だったと思い描いたからです。
　子どもたちに教えてもらった店を訪ね、店主の方にお話を聞
き、店先での子どもたちの生き生きとした表情に触れるうち
に、私は駄菓子屋の存在意義が、考えていた以上に大きいこと
に氣づきました。店は子どもたちにとって、評価や競争のある
学校とは違う、お客さまとして扱ってもらえる癒しの場です。
授業では学ぶ内容を選べませんが、店ではお菓子やくじ引きな
ど、お金の使い道を選べます。店の人は笑顔で歓迎してくれて、
学校や家であった話を喜んで聞いてくれて、時には助言したり
叱ったりもしてくれるのです。そして多くが年配者である店の
方にとっても、子どもたちから元氣をもらえるかけがえのない
場であることが分かりました。
　駄菓子屋は私に、学びや教育だけでなく、地域や生活、人生

について考え直す機会を与えてくれました。私は学生時代や山
辺町での経験から、自分のアイデアを人と一緒に形にする喜び
を知っています。「駄菓子屋文化の消失はあまりにもったいな
い。これを新しい形で継承し、発展させよう」と考え、学校な
らぬ「だがしや楽校（がっこう）」という造語を掲げ、大人も
子どもも自分の売りたいものや見せたいものを持ち寄る集いを
開きました。
　駄菓子屋前の公園を会場にすると、子どもたちは自然に集
まってきました。声をかけたシニアのけん玉サークルの方々や
マンドリンクラブの大学生たちが「店（見せ）」を出し、子ど
もたちと、そして出店者同士で楽しそうに交流していました。
子どもも「店（見せ）」を出し、親たちが子育ての悩みを語り
合ったりするようになると、「うちの町でもやりたい」「開き方
を教えて」という声がどんどん広がっていきました。こうして
私は全国各地の催しや小さな子どもの学びに深く関わるように
なり、その経験を講演で話したり本に書いたりするうちに、大
学の研究者としても歩むようになったのです。
　学校での学習がなければ今の私はありませんし、本からも多
くのことを学んできました。しかしそれでも私は実際に人と交
わること、互いに学び合うことの大切さを強調したいと思いま
す。なぜなら他者との交流こそが人間の喜びであり、学びとは
人生を豊かにするためのものだからです。

  世代を超えた交流で高齢者が元氣に
　現在は「等話（とうわ）」の普及に力を入れています。これも「平
等な会話」を略した私の造語で、お互いに短く話すよう心が
け、相手へ問いかけるだけで人生が変わるし社会が良くなりま
すよ、という呼びかけです。コロナ禍ただ中に出版した本には、
《１．今、目の前の人との出会いに感謝する。２．お互いの話
す時間が平等になるよう、心がける。》などの五か条を掲げま
した。私も常に守れているわけではなく、つい長く話してしま
いがちな自分に言い聞かせている言葉でもあります（笑）。
　等話は家庭内や職場でも有効ですが、会議や社会教育の場に
導入すると、空氣が一変して全く新しい世界が開けます。会議
では「上の人」が多く話しがちで、それ以外の人は意見を求め
られても、なかなか本音は言えません。しかし皆が等しく発言
できるように工夫をすると、驚くほど多様な意見が続出し、活
発で創造的な議論が交わされるようになるのです。
　公民館などの社会教育講座でも、「偉い先生」のお話を聞き、

会話」から

アンケートに答えて終わることが少なくありません。しかし講
話を短くし、参加者を小グループに分けて感想や自分の体験を
語り合ってもらうと、受講者の満足度は格段に向上します。社
会教育も学校教育も、人生を充実させ、学んだ成果を社会に還
元する「生涯学習」の一部です。交流によって楽しく学べる講
座や授業が、これからは主流になってほしいと思います。
　日本では公民館が、長く社会教育を担ってきました。たとえ
ば仙台市には、公民館の機能に住民の交流や地域づくりの機能
を加えた「市民センター」が、現在 60館あります。しかしサー
クルへの貸し室や講師が教えるだけの講座ばかりでは、住民の
生活に寄り添える存在にはなれません。事実、公民館の数は全
国的に減少が続き、貸し室を主とするコミュニティセンターへ
の置き換えが進んでいるのです。
　行政も問題は認識していて、各地で改革が進められています。
私は6年前から仙台市の公民館運営審議会の委員を務め、一昨
年に会長を拝命してから、会議に等話の視点が取り入れられた
り、審議の様子の写真がインターネットで公開になったりしま
した。市民センターが地域の方々にとって、より親しみやすい
学びと交流の場となるよう、委員一同支援しているところです。
　もちろん若者たちにも、地域に住む方々と出会って交流でき
る公民館を、大いに活用してほしいと願っています。そして年
配の方々も、経験や知恵を次の世代に伝えるとともに、若者た
ちと交流することでリフレッシュされてはいかがでしょう。本
学にも、市民の方も 1科目から受講できる「科目等履修生制度」
があります。私の担当する「生涯学習論」では、社会人の方、
シニアの皆さんも大歓迎です。若者たちと触れ合うことで学び
を広げ、生きがいを膨らませていただけるものと思いますので、
ぜひ本学までお問い合わせください。
（取材＝ 2023年 2月 10日／

尚絅学院大学　4号館 3階　松田研究室にて）

尚絅学院大学　人文社会学群　教授
専門＝生涯学習・社会教育・地域づくり論

松田　道雄 先生
《プロフィール》（まつだ・みちお）1961 年山形県生まれ。山形大学人文学部卒業。中
学校教員として勤務しつつ山形大学大学院 教育学研究科 修士課程修了。教育学修士。
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てフォルケホイスコーレが機能していたのです。
　北欧諸国は教育や福祉が充実している一方、税の負担が重い
ことでも有名です。デンマークでは消費税が 25%、所得税は
50% 以上になります。しかし国民は政治を我が事として考え、
議論して、社会のそうしたあり方を自分たちで選び取っている
という意識が高いようです。私たちは単純に見習うことはでき
なくても、自分が住む地域に関心を持って学ぶこと、また責任
を持つこと、さらには主権者として社会と向き合うこととを結
びつけて考えることはできるのではないかと思います。このこ
とは、まさに公民館の理念につながることと考えています。
　私自身は 20 歳の時に、公民館が主催して開かれた成人式で、
たまたま新成人の実行委員になったことが、今に続く学びのきっ
かけになりました。日本では学びというとすぐに学校教育が思
い起こされますが、それは学びのごく一部です。私たちの周り
には無数の学びの芽があり、それはたとえ小さなきっかけから
始まったとしても、新しいことに挑戦する喜びや、工夫する楽
しみが満ちています。特に大人は、「向いていなかったらやり直
せばいい」「別のことをすればいい」というくらいの氣持ちで興
味を覚えたことに取り組んでみることが、生き生きとした自分
の発見や自己実現への第一歩になるのではないでしょうか。

（取材＝ 2023 年 2 月 27 日／東北学院大学 五橋キャンパス 
シュネーダー記念館 11 階　教育学実験実習室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「学ぶ」のお二人目は、東北学院大学・原義彦先生。
「大人の学び」の教育施設である「公民館」を研究されています。
その歴史や役割、参考にされたデンマークの教育施設について詳しくお話をうかがいました。

「幸せな国」デンマークで大人は
  公民館の「公民」とは？

　日本やデンマークにおける「大人の学び」について研究をし
ています。多くの大人や高齢者が学ぶ各地の公民館は、日本固
有のユニークな教育施設です。公民館は、戦後間もない 1946
年、文部省（当時）によって設置が促進されます。その後、公
民館は、1949 年に制定された社会教育法に位置づけられ、市
町村が設置することが定められました。
　当時は民主主義や平和主義、住民自治など、戦前の価値観を
転換した新しい考え方を広める必要がありました。それゆえに
公民館の「公民」は、「主権者である国民・市民」という意味
に由来します。学校教育では、中学校社会科の公民や高校の公
民科がありますが、その根底は公民館と共通しています。社会
教育法で公民館は、教育・学術・文化に関する事業を行うことで、
地域住民の教養、健康、福祉に寄与するとされています。現在
の公民館には、各種の講座を開いたり、サークルに活動場所を
提供したり、また、地域活動の拠点などの役割があります。
　ピーク時には全国に 1 万 9 千ほどあった公民館ですが、今
は 1 万 3 千ほどに減少しました。また仙台市の「市民センター」
のように、法律上の公民館であっても他の名称を用いる例も増
えています。それでも全国の公民館の数は中学校の数よりも多
く、公民館はより身近な地域で、住民の学習や交流、地域づく
りを支援する中心的な役割を担っているのです。
　私は長野県の出身で、地元の大学の教育学部で学びました。
小学校の教員になることも考えていましたが、卒業論文で公民
館を取り上げたことから社会教育への関心が深まり、研究者へ
の道を歩み出しました。長野県は「教育県」と言われるように
教育に熱心なことで知られていますが、これは学校教育にとど
まらず、大人の学びや教育なども合わせたものであると考えて
います。その証しの一つが公民館で、長野県の公民館の数は
全国の 1 割ほどにも及び、都道府県別では第 1 位となってい

ます。
　公民館が近所に
あって、大人がそ
こで学んだり自主
的 な 活 動 を し た
り、また、地域の
自治活動や育成会
の活動に参加する

のが当たり前のことという環境が、知らず知らずのうちに子ど
もたちにも影響しているように思います。長野県民は議論好き
と言われるのもこうした環境が関係しているのかもしれませ
ん。

  幸せな国の学校：フォルケホイスコーレ
　私は昨年本学に着任するまでは、秋田大学に勤めていました。
秋田県は、1970 年代から全国に先駆けて「生涯教育」に力を
入れてきたことで有名です。当時の知事の主導と県民の熱意に
よって、すべての世代のための学習・教育施設や講座が数多く
開設されました。現在、小中学生を対象とした全国学力・学習
状況調査で、秋田県がトップクラスを維持し続けているのは、

「大人がよく学ぶ」ことと無関係ではないはずです。
　宮城県にも、優れた活動を行っている公民館がたくさんあ
ります。文部科学省は毎年「優良公民館」を表彰しており、
2020 年には白石市の斎川公民館が、全国でただ 1 館の最優
秀館に選ばれました。若者に公民館の運営や講座の企画に参加
してもらうなどの工夫をしています。こうした成功事例を共有
するとともに、地域の実情に合わせて運営体制や住民とのより
よい関係づくりという本来の意味での PR を見直すことで、公
民館は今まで以上に役割を果たせるものと考えています。
　大学院に進んでからは、公民館の問題点を明らかにするだけ
でなく、どうすれば効果的な改善ができるかという問題意識に
基づいて、東北、関東甲信越、九州などで実証的な調査研究を
進めてきました。以来、これまで、企業経営の評価方法や改善
の手法、また医学における診断と治療の考え方なども参考にし
て、公民館の「経営診断」の技法を研究テーマにしています。
　海外についても調べる中で、私が特に興味をひかれるのはデ
ンマークです。デンマークは、その面積や人口が東北 6 県を
合わせた数字に及ばないほどの小さな国です。一方で一人あた
りの GDP（国内総生産）は日本を上回り、世界でも上位にラ
ンクされています。アンデルセンやレゴブロックが有名で、日
本では酪農国というイメージがありますが、今では第一次産業
に従事する人の割合は 1％ほどで、日本より低くなっています。
　北欧らしく社会保障が充実していて、国民の所得格差は比較
的小さく、近年は人口も増加しているそうです。国連による国
際比較調査では、常にデンマークは「国民が幸せを感じている
国」の上位に名前があがります。そしてこの国には、170 年
以上も前に誕生し、教育だけでなく、社会、政治、経済にとっ

ても重要な存在であり続けてきた「フォルケホイスコーレ」と
いう成人の教育施設があるのです。戦後、公民館の設置が奨め
られる際に、デンマークにおけるフォルケホイスコーレの成果
が紹介されていたことは、あまり知られていないことです。

  日本はデンマークに学べるか
　デンマークの学校制度では、日本の幼稚園の年長クラスにあ
たる 1 年間と、小中学校にあたる国民学校 9 年間の合計 10 年
の義務教育があります。公立の学校では、授業料が全て無料で
ある点は日本とは大きな違いです。また、希望者は国民学校で
の学びを 1 年間延長することができ、義務教育の最後の 1 〜 2
年間をエフタスコーレという寄宿制の学校で学ぶことも認めら
れています。その後の学校の進路は分かれます。その一つは高
校で、多くは大学を目指します。高校の進学率は 5 割に満たず、
ほぼ 100％が進学する日本とはずいぶん違います。また別の進
路に、専門職としての技能を身につける学校があります。
　デンマークでは教育の自由と学校の個性が尊重されていて、
政府は「カネは出すが口は出さない」のが原則です。そうした
伝統から、親や地域が中心になって、私立の学校を設立し運営
することが広く行われています。中でも特に特徴的なのが、全
国に 75 校ほどある大人の学校「フォルケホイスコーレ」です。
　英語で言えば「フォーク・ハイ・スクール」、日本語では「国
民高等学校」「国民大学」などと訳されます。日本では、大正
から昭和初期にかけて設置された時期がありますが、現在の日
本にはなく、その実態を理解するのはなかなか困難です。フォ
ルケホイスコーレは、もとは農村青年のために作られた教育施
設ですが、今は 17 歳 6 カ月以上の人ならば、誰でも無試験で
入学できます。また、全寮制が伝統で、教師と学生が生活を共
にします。長期と短期のコースがあり、長期コースの期間は約
5 カ月、学べる内容は歴史や文学、デザイン、演劇、スポーツ
など、学校ごとに実に様々です。長期コースの学生は 20 歳代
前半が多いのですが、短期コースには 80 歳代の学生もいます。
　私がデンマークを初めて訪ねたのは、2001 年でした。実際
に見て歩くと驚きの連続でしたが、特に関心を持ったのがフォ
ルケホイスコーレと民主主義との関係です。興味のあることを
学び、家と職場の往復だけでは出会えなかった人々と寝食を共
にする喜びも、もちろん味わうことができます。しかしそれだ
けではなく、自分が国民として、また市民として、どう自由に、
しかも責任を果たしながら生きるのかを考え、議論する場とし

こう学ぶ
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詳細はWeb版に掲載しております。http://manabinome.com/

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていたものが中止・
延期となることがあります。最新の情報は主催者のホームページ等でご
確認をお願いいたします。

　参加申込時点では東北大病院から 2 名の講演予定でした。当
日は阿南英明氏の講演が加わり、全体時間も延びましたが、大
変参考になりました。
　一人目の石井教授は東北大学病院での約 3 年間の感染症対応
状況を総括して説明します。当病院は国公立大学病院の中では
当初からコロナ対策に取り組んできました。県内に医学部はこ
れまで東北大しかなく、伝統的にも使命感をもって地域と協働
してきた経緯があるからと話します。コロナは災害と同じで、
言わば感染災害だと指摘し、インパクトの波が何波も襲ってき
たが、その都度 PDCA サイクルにより対策を充実させていき
ました。
　二人目の高山教授はホテル療養者支援、コロナ急性期〜後遺
症診療の実際の知見に関する説明でした。コロナ感染者の軽度
〜中等症患者の医療対応から始まります。感染流行が何波にも
及び、感染者が増加するに従って、情報管理と医療機能の整備
を順次レベルアップしていったそうです。DX 化を進めていっ
たというところです。
　コロナ感染者に対する治療薬は次第に増えてきており、点滴
だけでなく経口薬も開発されている他、漢方薬（葛根湯 + 小紫
胡湯加桔梗石膏）の効果も認められるそうです。早期に使用す
るほど重症化を防ぐこともでき、味覚、嗅覚障害の改善も早め
になるといいます。この漢方薬の研究成果は東北大からプレス
リリースされています（昨年 11 月 28 日）。後遺症についても
臨床研究されており、東北大病院では後遺症外来窓口を設けて
います。
　三人目の阿南講師は 3 年前のダイヤモンドプリンセス号対応
を皮切りに、神奈川県のコロナ対策の司令塔の役割を果たし、
厚労省委員会の専門家としても活躍されています。講師は藤沢
市民病院副院長であり、神奈川県理事で医療危機対策統括官、
東京医科歯科大学臨床教授も務められています。専門は救急医
療で、災害医療も担当しますが、感染症は専門ではないそうで
す。
　ダイヤモンドプリンセス号対応では、お鉢が回ってきた県に
は担当所管部署がなかったので災害対応の DMAT がこれに当
たりました。感染症には対応しない組織規定だったのですが、
現在では感染症も所掌範囲に明記されたそうです。
　DMAT の災害対応手法をコロナの感染症対応にも応用しな
がら、感染症特有の課題にも取り組みました。当時、重症と軽
症の 2 分類だった感染者を軽度や無症状感染者が多いので、中
等症を加えて 3 分類にしました。重症は専門病院、中等症は拠
点化、軽症は自宅やホテルでの療養に篩（ふる）い分けし、医
療資源の合理化を図りました。必要な医療資機材の状況や病床
の空き情報などの情報管理をシステム化し、広域的な情報基盤
を構築しました。
　災害対応では指揮命令系統の一本化が不可欠です。国が保健
所を直接指揮する法制度になっており、都道府県と保健所を持
つ市が同列となる体制でした。政令市が 3 つもある神奈川県で
も同様ですが、該当市と協議し、指揮命令系統を県に一本化し、
省力化とスピードアップを念頭に施策を展開しました。
　情報に関しては IT、デジタル基盤を活用し、保健所のヒアリ
ングの代行、療養者の健康管理一元化などを進め、保健所の負
荷を軽減させました。病床の確保では県と各病院が協定を締結
し、感染状況のフェーズ毎に増床計画を確定し、その状況も病
床管理アプリで可視化し、共有化を図りました。この協定締結
方式は感染症法の昨年 12 月 2 日の改正により全国で病院と自
治体との協議が義務づけられます。

■市民公開講座「東北大学病院の新型コロナウイルス感染症対応」
　講師　�石井　正氏（東北大学病院　教授）、高山　真氏（東北大学大学院

医学系研究科　特命教授）、阿南英明氏（藤沢市民病院副院長）
　日時：2023 年 1 月 28 日（土）13：00 ～ 16：05
　場所：東北大学災害科学国際研究所　１階多目的ホール
　主催：東北大学・福島大学「コンダクター型災害保健医療人材養成プログラム」
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4月15日（土）〜6月11日（日）

4月21日（金）〜7月17日（月）

特別展
「東日本大震災復興祈念　
悠久の絆　奈良・東北のみほとけ展」

休館：毎週月曜日
東北歴史博物館

9:30

▲

17:00（発券は16:30まで）

Tel 022-368-0106「絆とうほく～復興への祈り」実行委員会
場　所

主催者 問合先

第 8 回相続・遺言セミナー
（ハイブリッド開催）
＜セミナー後に個別相談会あり＞
講　師　千葉浩氏（S.B.H 司法書士事務所所長 司法書士）※申込締切 4/13

東北大学片平北門会館 2F エスパス＋ Zoom

10:30

▲

11:25

Tel 0120-279-514東北大学基金遺贈寄附サポートセンター
場　所

主催者 問合先

第 103 回企画展〈仙台の遺跡
めぐり　長町駅東遺跡〉

「長町に操車場があったころ」
休館：月曜・休日の翌日・第 4 木曜

地底の森ミュージアム企画展示室

9:00

▲

16:45（入館は16:15まで）

Tel 022-246-9153地底の森ミュージアム
場　所

主催者 問合先

アースデイ講演会
「命をつないだ消えた島」

講　師　井龍康文氏（東北大学大学院理学研究科地学専攻教授）
仙台市天文台加藤・小坂ホール

13:00

▲

14:30

Tel 022-391-1300仙台市天文台
場　所

主催者 問合先

 4月22日（土）

 4月22日（土）

 4月15日（土）

たまきさんサロン講座
「あらためて学ぶ SDGs 基礎講座」

講　師　鈴木美紀子氏（東北環境パートナーシップオフィス）※申込締切 4/12
せんだい環境学習館たまきさんサロン 20 名（中学生以上）

250 名

13:30

▲

15:30

Tel 022-214-1233せんだい環境学習館たまきさんサロン
場　所

主催者 問合先

4月29日（土・祝）

4月29日（土・祝）〜7月2日（日）

4月29日（土・祝）〜6月11日（日）特別展
「いわさきちひろの世界　
ピエゾグラフ展」

休館：月曜、5/25（木）
仙台文学館企画展示室

9:00

▲

17:00（入館は16:30まで）

Tel 022-271-3020仙台文学館、ちひろ美術館
場　所

主催者 問合先

企画展
「仙台の祭りと年中行事」

休館：月曜・休日の翌日・第 4 木曜

9:00

▲

16:45（入館は16:15まで）

5
MAY

仙台市歴史民俗資料館
Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館

場　所

主催者 問合先

定　員

定　員

50 名定　員

60 名定　員

「東日本大震災復興祈念　
悠久の絆　奈良・東北のみほとけ展」
関連講演会「奈良の名品　徹底解説」
講　師　有賀祥隆氏（東北大学名誉教授）

東北歴史博物館 3 階講堂

定　員

13:30

▲

Tel 022-368-0106「絆とうほく～復興への祈り」実行委員会
場　所

主催者 問合先

5月5日（金・祝）講演会
「母、いわさきちひろの作品と思い出」

講　師　松本猛氏（絵本・美術評論家、ちひろ美術館常任顧問、横浜美術大学客員教授）※申込締切 4/14
仙台文学館 80 名

定　員 100名（オンライン500名）

13:30

▲

15:00

Tel 022-271-3020仙台文学館、ちひろ美術館
場　所

主催者 問合先

5月7日（日）磁気工学国際会議 2023 年仙台開催サテライトイ
ベント・市民講座 「知っているようで知らない磁気」
～磁石から未来を拓くキーテクノロジーまで～
講　師　高梨弘毅氏（日本原子力研究開発機構先端基礎研究センター長）他

東北大学金属材料研究所・２号館・１階講堂

13:30

▲

16:30

intermag.sendai.shimin@gmail.com2023 年磁気工学国際会議（Intermag）現地実行委員会
場　所

主催者 問合先

「Art × Geology 
川内地域の地質の表象」展（仮）

「青葉の風テラス」（仙台市地下鉄東西線国際センター駅）
Tel 022-795-6767細萱航平×東北大学総合学術博物館×都市デザインワークス

場　所

主催者 問合先

5月20日（土）「東日本大震災復興祈念　悠久の絆　
奈良・東北のみほとけ展」関連講演会

「美術に見る奈良仏教の人と思想」
講　師　長岡龍作氏（東北大学大学院文学研究科教授）

東北歴史博物館 3 階講堂

13:30

▲

Tel 022-368-0106「絆とうほく～復興への祈り」実行委員会
場　所

主催者 問合先

6月10日（土）仙台文学館ゼミナール 2023
「小池光短歌講座」第 152 回

講　師　小池光氏（歌人）　　　　　　　　　　　　 ※申込締切 5/17
仙台文学館 60 名

13:30

▲

15:40

Tel 022-271-3020仙台文学館
場　所

主催者 問合先

定　員

6月10日（土）・17日（土）・7月1日（土）・8日（土）
仙台文学館ゼミナール 2023

「『源氏物語』を読む」（全 4 回）
講　師　横溝博氏（東北大学大学院文学研究科教授）※申込締切 5/16

仙台文学館 60 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-271-3020仙台文学館
場　所

主催者 問合先

定　員

6月11日（日）講演会
「いわさきちひろ～美しいものを守る闘い」

講　師　上野千鶴子氏（社会学者、認定 NPO 法人ウィメンズアクションネットワーク理事長）※申込締切 5/23
仙台文学館 定　員 80 名

定　員 250 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-271-3020仙台文学館、ちひろ美術館
場　所

主催者 問合先

6月17日（土）企画展「仙台の祭りと年中行事」
講座「仙台地方の祭りと年中行事
～正月行事を中心に～」

仙台市歴史民俗資料館

13:30

▲

15:00

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
場　所

主催者 問合先

6月24日（土）

7月2日（日）

企画展「仙台の祭りと年中行事」
講座「仙台地方の正月飾り
～おかざり・きりこ・きざみもの～」

仙台市歴史民俗資料館

13:30

▲

15:00

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
場　所

主催者 問合先

企画展「仙台の祭りと年中行事」
講座「仙台地方の祭りと年中行事
～七夕祭・盆行事を中心に～」

仙台市歴史民俗資料館

13:30

▲

15:00

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
場　所

主催者 問合先

7月16日（日）

7月8日（土）仙台文学館ゼミナール 2023
「小池光短歌講座」第 153 回

講　師　小池光氏（歌人）� ※申込締切 6/14
仙台文学館 60 名

150 名

13:30

▲

15:40

13:00

▲

15:00

Tel 022-271-3020仙台文学館
場　所

主催者 問合先

定　員

定　員

奥松島縄文村講座「縄文を語る！」
講座 1「ここまでわかった縄文文化」

講　師　岡村道雄氏（奥松島縄文村歴史資料館名誉館長）
東松島市コミュニティセンター

Tel 0225-88-3927奥松島縄文村歴史資料館
場　所

主催者 問合先

5
MAY

6
JUN

7
JUL

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第60号・春／「桃」（momo）

5月17日（水）〜6月18日（日）

　効率的運用面では、スコア表に基づいて病状等を判定し、宿
泊、入院、自宅療養の篩い分けを行い、自宅療養者には地元医
師会と連携し、予め定めておいたモニタリング方法で対応した
そうです。
　第 5 波以降の患者急増期はまさに災害時の状況です。通常の
災害（例えば地震災害など）では日常医療も被災し活動できな
いのに対してコロナは違います。被害を低減し、最大の効果を
得られるよう全体最適な運営を行い、指揮命令系統の再構築も
必要となります。
　ワクチンや治療薬、治療法などが進化していき、コロナと人
間の関係も変わってきました。医療負荷の軽減を目指すことに
なるのですが、高齢者、福祉施設の医療支援が課題として浮き
彫りになってきます。「うすい」という表現を用い、日本の医
療体制の問題点も明確にします。病床数は他国と比べても遜色
はないものの、急性期病床に当たる医師や看護師の数が少ない
のです。普段の医療は OK でも危機時には余裕がない体制とな
ります。日本の医師は兼務が多いので、対策を効率よく進める
ことも必要です。
　コロナ対応を離陸させた以上、着陸させ、復興しなければな
らないと話を進めます。神奈川県ではコロナ患者の高齢者致死
率はインフルエンザ並に下がり、対応方針を転換する観点から、
昨年 7 月 6 日に感染対策指針を策定しています。
　感染症災害対応にも経時的なグランドデザインが必要だと
し、昨年 8 月 22 日に厚労省のアドバイザー会議で将来に向け
たロードマップの提言をしました。提言にある 20 数項目を日
常に落とし込んでいくことが必要と説き、コロナも感染症法上
2 類から 5 類へ段階的に移行することも提言しています。この
件については講演前日、岸田首相が 5 類移行時期を 5 月 8 日と
することを発表しており、ホットな話題となりました。感染症
法は伝染病予防を行うものですが、公衆衛生倫理により人権保
護の立場から人権に対して侵害と強制を最小限に留めることも
求められます。5 類への移行では、行政の介入がなくなり、普
通の病氣になります。個人の判断が基本になるというわけです。
　感染症は今後も流行が反復することでしょう。慢性的な医療
の逼迫状態を改善するためには、外来診療の在り方、見直しや
常時の感染症対策、市民への啓発活動などが必要となると強調
します。IT などテクノロジーを最大限活用し、オンライン診療
などを普及させ、外来診療時の人手を減らし、看護師は入院患
者、あるいは在宅療養者への訪問看護などに重点をおくべきだ
とします。
　災害対応としての感染症対策、日本の医療の課題、今後の医
療の在り方、IT 活用の医療など頷ける内容です。特に感染症流
行を災害として捉え、対応策を向上させていくことは喫緊の課
題でしょう。今回のコロナ対応では各国との比較からも日本の
IT 化の遅れが明らかになりました。最も医療が必要な高齢者に
は不慣れなものが多いようですが、これも不可避な課題です。
医療関係者の方々に深く感謝しつつ、今後の感染症対応を注目
していきたいと思います。

（仙台市　島田昭一）

「まなびのめ」第 59号懸賞クイズの正解は下記のとおりです。

第59号

Q.1 　イノベーションを重視する理論を提唱したオーストリア出身の経済学者は？　答え「シュンペーター｣

Q.2 　震災で被災した生産者支援のため商品開発や販路拡大を目的に誕生した食品ブランドは？　答え「古今東北」

粗
品

進
呈

参加体験記 参加体験記募集中！
読者の皆様が参加された、「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
「まなびのめ」編集部へはがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームよりお送りください。


